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第6回衛生工学シンポジウム
1998.11北海道大学学術交流会館

1-5 180 14000sから毘疋廃棄物最終処分揚の環境管理システム

0闇躍友彦、小谷克己、古市徹(北海道大学〉

第 1軍 letL/釧ご
現在、処分場の安全性に対する周辺住民の不信感からその立地が困難になっている。処分場の安全

性に対する不信感の原因には、遮7.k工などハード苗の問題やジスクコミュニケーションの不完全さ等もあ

ろうが、処分場の環境管理にも問題があると考える。

こういったことから、廃棄物最終処分場の新しい環境管理の形として IS014001の導入が考えられ、自

本では現時点で5件の取得がなされている。しかし、詩本の産業界においては、 IS014001を環境に配癒

した事業体としてのお墨付き(終点)と誤認し、導入岳体を目的化しているのも現実である。 IS014001は

環境管理のツーノレであり、環境に配慮した事業体としての出発点に立ったことを認めるにすぎない。1)

そこで、本研究では、 2章で現在の管理型最終処分場における環境管理、 3章で IS014000sの内容・

考え方を紹介し、それらを通して、 4輩で処分場の環境管理システムについてお014001規格をその本来

の趣旨を損なわず最終処分場に適用させるあり方を展望したい。本論では、現在、未来型の処分場とし

て検討されているクローズドシステム最終処分場を研究対象として、そこでの環境管理について考える。

第2軍第棄物E終処が揚~;::d5'tj~環源管E

2-1 廃棄物最終処分場の機能とその構造

処分場の持つべき機能として、以下の5つの機能を上げ、考えるom)

⑦保管施設機能:必要な処分容量と酎久性を持ち、地形・地質・地下水面で適切な立地である「人工の

器Jとしての機能②処理施設機能:最終処分場を廃棄物の無害化プラントと考え、無害化の促進・制御・

調査をする機能③環境保全施設機能:最綜処分場を環境に対する最終バリアと位置づけ、処分場起器

の環境悪化を紡ぐ機能④地域還元施設機能:迷惑施設としての処分場の見返りを跡地料用において

施し、地域融和策となる機能⑤処理費用低減施設機能:高機能を求めれば当然高コストとなる。処分場

は対費用効果として効率的な処理施設でなければならない。

これらの機能を果たす「場Jである廃棄物最終処分場の構造は、現在、以下のような施設からなっている0

4)5) (但し、一般廃葉物または産業廃棄物のうち管理型最終処分場を想定する。)

I.Jiデg謙造物:廃棄物壊立空間を創出・支持する、ダムサイト等の土木構造物。

点z選準.I:浸出水中汚濁物質の公共水域への流出や地下水への流出を防止するために設費される遮水工のこと。

lTl.浸:/:I:J.次第緋'7/(.措三宮:浸出7l<を速やかに浸出7l<処理施設へ導く環境保全施設機能と、集排水管を通じて埋め立て層内

に空気を供給して壌め立て物の早期安定化を図る処理施設機能を担う。

p:浸:/:I:J7J(!!11!l描設:浸出水を公共水域に放流可能な水質にまで処理する施設。生物処理や物理化学処理がなされる。

V.蔚次第排水.1fff.dJi::埋め立て地外の地表水が、理め立て地内に入らないようにする施設

W.地下水禁排水局設:地下水圧により遮水工が損傷しないように、遮水ヱ下の地下水を集排水する施設。その集排水の

水費から遮水工や地下水のモニタリングにも供せられるo

阪労並.:fJ''7，j.盟理府設:処分場から発生する有害なガスをガス抜きし、必要によっては燃焼させる施設。

盟監理遊君:管理施設として搬入管理設嬬、モニタリング設備、管理棟等がある。

亙車道遊君:その他関連施設として搬入道路、飛散肪止設錦、立札・門扉・関障設錆、妨火設備、防災設備等がある。

2-2 現行の法令における霞終処分揚の膿境管理体制

2-1に示したような施設からなる現在の最終処分場は、“最終処分場の講造基準"を満たす構造を有し
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た上で、次のような環境管理がなされることになっている。

環境管理は関1に示すような、搬入管理システム、施設管理システム、埋立物の物性管理システム、環

境管理システムからなるぞニタヅシグシステムによりなされている。般λ管鹿シス7.Aは受入物の事前チ

ェック等に代表される。真吉設管理シスデ.Aは施設の機能管理であり、代表的には遮水機能や浸出水処理

機能等が挙げられる。 理立場合の場合住管理システムは埋め立てた廃棄物がどのように変化しているかをチ

ェックするもので、埋立物そのものの物性、浸出水、ガス、地中温度、地盤沈下等のそニタリングに代表さ

れる。嘉手持管腰システムは図.1の①~⑨に示すような最終処分場由来の環境影響をそニタジングする。 ω

最終処分場における公害防止の為の関連法令として臨2のようなものがあり、そこから廃棄物の処分の

基準、最終処分場の構造基準、最終処分場の維持管理基準、最終処分場の廃止基準が設けられ、廃棄

物の処分における判定基準や放流水の排水慕準が規制値として定められている。都道府県・市町村の

条例や住民との公害防止協定によって上乗せ・横出し基準が設定される場合もあるo治

また、行政は適正処理の確保のためf報告の徴収Jr立入検査Jr改善命令Jr措寵命令jといった必要な
措置をとることができる。 η

情報管理として、埋め立てられた廃棄物の穣類・数量並びに最終処分場の維持管理に当たって行った

点検・検査等の措置の記録が作成され、廃止までの間保存されることになっている。 4ω) 
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第3書演算''DJJlV':::<rLle:/S014αχ:5 
3-1 1801400伐の取得の勤きとそれによる郊果

現在、日本の麗業界では IS014001の取得が進み、日本の取得件数は世界で最も多い 1091件0998.

7末円である。また、産業廃棄物処分場においても、日本では5件 9)10)の取得がなされている。ドイツでは

IS014001のフレームにさらに、厳しい情報公開と環境実績を加えた環境管理システムである EMAS(Eco-

Mana伊ment& Audit Scheme)が廃棄物処理・リサイクル業で350件(1996.9)11)取得されている。

取得により期待できる議議として、 IS014001を取得した三重県環境保全事業団小山最終処分場では、

①葉狩マネメメン井システムのレベルが確認でき、また、持続的改善の維持が可能となる②環境に配慮し

ている企業であることを客観的に証明できる(企業イメージの/均止)③盈託金紗などに適用される事態に

即産に対応できる(取得には準備期間として最低1年かかる凶)④省エネルギー、省資源化の促進により

コス井の即応紡5できる@盆湿などからの立入検査や、報告の回数の減少が期待できる⑥賠償責任などに

五討もしれない事故を防止したり、軽減したりすることができる(清算以クのE却を挙げている。 13)

3-2 1801400伐の内容

IS0140008は ISO(国際標準化機構)による、組織の環境管理システムに対する国際規格である。

IS0140008 は図.3のように幾つもの規格の総称であるが、ここでは環境マネジメントシステムの焼格であ

るIS014001について説明する。

IS014001はシステムに関するf
規格であり、具体的な環境基準

値を規定するのではなく、環境マ

ネジメントのプロセスの信頼性と

一貫性を対象としている。 14)その

要求事項は自らの事業活動によ

る地球規模での環境側面(環境

影響の原因となるもの 15))を見い

盤盤笠鍾盆箆

だし、利害関係者(顧客、地域社会…)を考慮しな

がら環境への組織の施策方針=翠捜藷涯を立案

する。そしてこの環境方針に沿って著しい環境側酪

を改善すべく目的・目標を設定し計画を立て(円an)、

それを実行・運用し(Do)、計画が実行されているか;

目標が達成されているか点検及び是正処寵がなさ

れ(Check)、全体を経営者が見蓋し(Action)、吏に

l次のPlanに繋がりながら、環境マネジメントシステム

が環境方針に沿って継続的に改善されていく、図.4

のようなP'DCAサイクノLの確立である 16)。このPDCA

lサイクルを環境管理マニュアルとしてよ霊佐し、自

らの活動を定期的に盈盆霊草(lS014001の要求事

項に沿っているか;自主的に決めた運用基準・計画

を守っているか;関連法規を守っているか 15))を行

い、認証機関による審査をパスして IS014001を取

得できる。ただし、半年-.....1年俸に認証機関による

審査(第三者監査)をパスしなければならない。ま
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図.4 18014001の環境マネジメントシステムモデル 16)16)-割削輩



た、 PDCAサイクノレの過稜を常に盈謹正銀貸せねばならない。

IS014000sでは、遵法性は勿論、それを超えた自主的な継続的改善と従業員一人ひとりの環境意識

向上、そして何より経賞者の関与と責任(トップダウン)が重要となる。 14)

3-3 環境管理とIS014000sの害え方

環境管理の考え方として、以下の3つに分割して考えてみる。 17)1め

f/}ぞニタヅシグ:処分場への廃棄物の埋立(input)、処分場品、う環境への最終施設(ba.Jガelう、その中

でおこる埋立ごみの分解(reaction)、処分場からの発生物(ωtput)を説r;;!f/-J!2挺する

ωコシ件。ーノ'l-:環境影響を改善するため、最球規V厨若柳却する
ほjマ与えぷメニノ介:環諾E務長子設道工、産営資源ヒト・モノ)を庄原Lでそれを築費ずる

環境管理とは、モニタリングに連動してコントロールが行われ、マネジメントがそのフレームをなしている

ものといえる。

2-2で述べてきたように、従来の環境管理はそニタリングに重点を鐙いている。そこでは遵法性の維持

が環境目標であり、モニタリングの結果、不都合があれば是正処置をとることとしている。

それに対し厳義務機械線数議選;は、モニタリングは環境管理上の一つの道具(toゅに過ぎない。環境

影響を改善するためのコントロールのやり方、部ちfどのようにすべきか(howshouJd do) Jは各自で決め

ればよい。遵法性の維持と自主的な継続的改善・汚染予防のために「何をすべきなのか(whatshouJd 

dO)Jを自らで考え、実行・実現するためのマネジメントのシステム在国際規格化し、それ(環境マネジメン

トシステム)を確立かっ継続的改善させることによって鑓境管理を行おうとするものである。 14)

IS014000sによる環境管理は従来の環境管理と男IJ物ではなく、その延長線上にあると考えられる。

ただ、従来の環境管理でのマネジメントが法令に適合させることであったのに対し、 IS014000sでは遵

法性を確保した上で、告ら環境方針・環境器標を設定、実行、実現せねばならず、経営資源を有する経

営者が、経営管理のーっとして、トップダウン式に関与することとなる。 18)船員(現場)が優秀ても、船頭(ト

ップ)が方針を誤ったり、指令が行き渡らなければ船は難破する。環境マネジメントも同様である。それ故、

そのシステムを国捺規格化し、信頼ある環境マネジメントを求めているのである。

第4室 クO-;<~y.又ヨヱム震終処が揚とE賓館'lffjf/4のあ忍べ.ê'!!l

4-1 リスク{陸滅型処分場としてのクローズドシステム最終処分館

IS014000sの継続的改善・汚染予防

という見地からすると、それによる環境

管理がなされるf場Jはリスク低減型の

処分揚と考えられる。リスク低減型処分

場としては現在、処分場構造として内

外水位バランス型処分場、瀬水検知・

補修として真空管理システム等が研究

されているが、ここでは処分場への

input 、処分場内での埋立ごみの

reaction、処分場からの outputをコント

ロールしやすい(即ち、環境側面のコ

褒1オープン型とウ口一ズド型の比較1ω
""凸惜の"'A-<

ントロールが容易な)クローズドシステム最終処分場について考えてみたい。

蕗棄物処理におけるクローズドシステムとは、社会に受け入れられるようにするために、各穣の条件に

合わせて、廃棄物を関空間内で処理し、環境を保全するシステムであり、このような機能を持つ最終処分

-24-



場をクローズドシステム最終処分場という。覆蓋と遮水工により埋め立て地が外界と区分され、自然水系

および大気から必要な遮断がなされている。 1め

このように、コントロ~/レに重点を置くことにより、地域住民が跡地・周辺土地の利用を容易にするなど、

コミュニティを持った処分場とする。

オープン型最終処分場(管理型最終処分場)との比較は表.1に、クローズドシステム最終処分場のコン

セプト概念闘を盟.5に京す。

国.5 クローズドシステムのコンセプト概念 20)

4-2 最終処分場における環境管理システムのあるべき姿

処分場の安全性と信頼性を確保する上で、最終処分場の環境管理は遵法性の保持は勿論、(特に地

元住誌に対しては)それを超えた社会的責任として、環壌リスク低減と情報公開が重要であると考える。

IS014001に沿ったマネジメントのシステムを宥し、クローズドシステム最終処分場のような、環境側面を

コントロールしやすい処分場において充実したモニタリングシステムと連動させた環境管理システムを構

築することは、将来の環境管理システムとして有効なものと考える。

IS014001 によって環境管理における遵法性と継続的改善システムが客観的に担保され、 IS014001の

継続的改善システムは環境側面をコントロールしやすいクローズドシステムにおいて効果的に機能し、環

境リスク低減が期待できる。

一方、クローズドシステムは図.5に示すようにコミュニティに根ざした処分場ともいえる。このことを

IS014000sにおいて考えると、 IS014000s品、うトップダウン・システムの“トップ勺ま処分場においてはコミ

ュニティだといえる。処分場の環境方針は、処分場の運営者が決めるものでも、行政が上意下達に決める

ものてもない。処分場の運営者、住民、行政が一体となって定めるべきものであり、彼らlこよる環境マネジ

メントがなされることがあるべき姿と考える。古市は地域に受け入れられる処分場として CommunityBased 

Landfill(CBL)を掲げている。 wCommunityの、 Communityによる、 Communityのための処分場を形成す

るには、 IS014000sのように処分場の運営者のみによる環境マネジメントではなく、コミュニティ全体によ

る環境マネジメントが必要であり、そのためのf育報公開が必要である。

ここにおいてコ£zニティとは、共通の目的と利害で結ぼれた連合体、特にここでは廃棄物の最終処分

による環境影響に関わるものとして、処分場の運営者、住民、行政を指す。
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第5章まとめ

2章で、現在の最終処分場の環境管理がモニタリングと遵法'性の維持を中心に行われていることを述べ

た。しかし、新しい環境管理の姿として導入が検討されている IS014001は3輩にあるように、遵法性は勿

論、自主的な継続的改善を特徴としたトップダウン式のマネジメントシステムで、ある。また、既存のモニタリ

ングシステムと IS014001のマネジメントシステムをつなくものとして環境影響の原罰をコントロールするシ

ステムの整備も必要である。以上から4輩において、最終処分場における環境管理システムのあり方とし

て、 コントロ~Jレシステムとしてクローズドシステム処分場が、マネジメントシステムとして IS014001 が有

効と考えられることを恭した。しかし、地域に受け入れられる処分場を考えたとき、 IS014001のような処分

場の運営者のみによる環境マネジメントでは!なく、コミュニティ全体(処分場の運営者、住民、行政)による

環境マネジメントが求められると考えられる。

また、現在における課題として以下のものを挙げる。

・現在は廃棄物行政の変革期であり、法令改正が多く、その度に遵法性の維持が大変

・処理業者と顧客との取り交わす仕様書がない、またはその中で環境に対する要求品質が不明確 22)

・科害関係者としての、地元住民の範屈の設定が囲難
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